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伊勢市 『ごみ減量の輪プロジェクト』参加申込書記入例


☑住所　　　　　　　　伊勢市●●町３４５６－７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☑名称　　　　　　　　株式会社　グリーン●●　　　       　　　　　　　　　　　　  　　　　
☑代表者名　　　　　代表取締役　宇治　太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□担当者名　　　　　総務部　伊勢　花子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☑電話番号　　　　　0596-34-XXXX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　
□メールアドレス　　green@xxx.xx.xx　　　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　※HPなどで公開しても良い情報に☑を入れてください

　ごみの減量や資源化に取り組みを推進する『ごみ減量の輪プロジェクト』に参加したいので、下記の事項について確認の上、申し込みます。
　　　　　　　　
令和X年　　XX月　　XX日

事業者名称　　株式会社　グリーン●●
代表者名　  　代表取締役　宇治　太郎       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
伊勢市
　　　　　　　　 市長　　　　鈴木　　健一　　様

記
下記内容について、ご確認の上、☑　または記入をお願いします。
ごみの減量や資源化の取り組み内容
□　「食に感謝　食べきり応援店」　　　　　　☑　「トイレの“紙さま”プロジェクト」　　
□　「マイボトル協力店」、「マイボトル推進事業者」
☑　その他のごみ減量や資源化の取り組み
　　　（具体的な内容）　　　　資源物回収場所の設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☑　登録した取組を積極的に実践し、ごみの減量や資源化に努めます。
☑　『ごみ減量の輪プロジェクト』の普及促進に努めます。
☑　ごみ減量課が実施する『ごみ減量の輪プロジェクト』の啓発等に協力します。

【裏面もご確認ください】
　次の☑した取り組みに参加します。

□「食に感謝　食べきり応援店」
食品ロスを減らすため、下記内容に取り組みます。
□　小盛りメニューの提供（一部料理をのぞく）
□　食べきれなかった料理の「お持ち帰り」（一部料理をのぞく）
□　宴会時の3010運動（※）
□　その他（食材の使い切り等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                               　　　　　　　　　
※3010運動…飲み会や宴会時に、乾杯後の30分・お開き前の10分は自席で料理を楽しんで、食べきれる量の適量注文を心がけること。


☑「トイレの“紙さま”」プロジェクト
　『紙類を燃えるごみにしない』をコンセプトに、今までできなかった紙類を資源としてリサイクルを行い、目に見える形でリサイクルを実感し、ごみの減量・資源化を目指す『トイレの“紙さま”』プロジェクトに参加したいので、下記の事項について確認の上、申し込みます。
下記内容に☑を入れてください
☑　伊勢市と協力して取り組みます。
☑　従来は資源化していなかった紙類のうち、『トイレの“紙さま”』プロジェクトにより、市が資源
　　化するとした紙類について分別回収に努め、指定した方法で搬入することで、燃えるごみの減
　　量化を図ります。
☑　毎年度、プロジェクトによりリサイクル化したトイレットペーパーのうち、その半数分について
は、学校その他福祉施設等に寄贈することを承諾します。
☑　『トイレの“紙さま”』プロジェクトの普及促進に努めます。
☑　将来において、紙相場の変動によりトイレットペーパーとの交換比率が悪化したり、交換が停
止となる場合があることを承諾します。


□「マイボトル協力店」、「マイボトル推進事業者」
　　ペットボトルや使い捨てとなるプラスチック等のごみを削減するため、
□ 持参したマイボトル・マイカップに飲料を提供する「マイボトル協力店」に登録を申し込みます。
□　事業所または施設内においてマイボトル・マイカップの持参を推進する「マイボトル推進事業
者」に登録を申し込みます。
□　持参したマイボトル・マイカップに飲料を提供します。
・ マイボトル等の持参による特典 ・・・ なし　／　あり (内容 ：　            　　　　　　　　　　)
・ マイボトル等を利用する際の注意点など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                               　　　　　　　　　
□　給水器を設置します。（または、すでに設置している。）
□　事業所または施設内でマイボトル・マイカップの持参を推進します。
